
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聴覚
ち ょ う か く

・言
げ ん

語
ご

障
しょう

がい 

◆周
まわ

りの状 況
じょうきょう

が分
わ

からないので、困
こま

っていそうな

人
ひと

がいたら、こちらから声
こえ

をかける。 

◆「あれ」、「そこ」などの指示語
し じ ご

を使
つか

わない。「２

歩前
ほまえ

」や「３メートル先
さき

」と伝
つた

える。 

◆歩道
ほどう

の点字
てんじ

ブロックの上
うえ

に物
もの

を置
お

かない。 

視
し

覚
か く

障
しょう

がい 

視
し

覚
かく

障
しょう

がいとは、目
め

が見
み

えない、またはメガネをして

も見
み

えにくい状態
じょうたい

のことです。見
み

え方
かた

には個
こ

人
じん

差
さ

があ

り、光
ひかり

をまぶしく感
かん

じたり、見
み

える範囲
は ん い

が狭
せま

い、特定
とくてい

の

色
いろ

が分
わ

かりにくいなどの人
ひと

がいます。 

こんな配慮
はいりょ

があると助
たす

かります 

 聴覚
ちょうかく

障
しょう

がいとは、耳
みみ

が聞
き

こえない、または聞
き

こえにく

い状態
じょうたい

のことです。言
げん

語
ご

障
しょう

がいとは、失
しつ

語
ご

症
しょう

や咽頭
いんとう

の摘
てき

出
しゅつ

によって、声
こえ

が出
で

ない、または出
だ

しにくい状態
じょうたい

のことで

す。 

◆目
め

で見
み

えるような方法
ほうほう

（手
しゅ

話
わ

・メモ）でコミュニケー

ションをとる。 

◆話
はな

す時
とき

は口
くち

の動
うご

きがよく見
み

えるようにする。 

◆病院
びょういん

の呼
よ

び出
だ

しや災害
さいがい

時
じ

などは、音
おと

や声
こえ

だけでな

く、文字
も じ

や光
ひかり

、または手
て

を挙
あ

げるなど合図
あいず

して知
し

ら

せる。 

こんな配慮
はいりょ

があると助
たす

かります 

手話
しゅわ

 筆談
ひつだん

（メモ） 

補聴器
ほちょうき

 

内部
な い ぶ

障
しょう

がい 

◆段差
だんさ

があって困
こま

っていそうだったら、声
こえ

をか

ける。 

◆ドアの前
まえ

や狭
せま

い通路
つう ろ

に物
もの

を置
お

かない。 

◆電車
でんしゃ

やバス、駐 車 場
ちゅうしゃじょう

の優
ゆう

先
せん

スペースの利用
り よ う

を控
ひか

える。 

◆会話
かいわ

が 難
むずか

しくても、介助者
かいじょしゃ

だけではなく、で

きるだけ本人
ほんにん

から聞
き

く。 

   

                

肢
し

体
た い

不
ふ

自
じ

由
ゆ う

 

肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

とは、四肢
し し

（手
て

や足
あし

）や体
たい

幹
かん

の機能
きのう

が病気
びょうき

やけがにより損
そこ

なわれ、立
た

つ・座
すわ

る・歩
ある

くことや、食事
しょくじ

・

入浴
にゅうよく

など、様々
さまざま

な日常
にちじょう

生活
せいかつ

の動作
どうさ

に困難
こんなん

を抱
かか

えた

状
じょう

態
たい

をいいます。 

こんな配慮
はいりょ

があると助
たす

かります 

 内部
ないぶ

障
しょう

がいとは、 体
からだ

の内部
ないぶ

（内臓
ないぞう

など）の機能
きのう

に障
しょう

がい

がある状 態
じょうたい

をいいます。具体的
ぐたいてき

には、心
しん

臓
ぞう

、じん臓
ぞう

、呼吸器
こきゅうき

、

ぼうこう・ 直 腸
ちょくちょう

、 小 腸
しょうちょう

、 Ｈ Ｉ Ｖ
えいちあいぶい

による免疫
めんえき

、肝臓
かんぞう

の７

種類
しゅるい

です。 

◆荷物
にもつ

の持
も

ち運
はこ

びを手伝
てつだ

う。 

◆喫煙所
きつえんじょ

以外
いがい

でタバコを吸
す

わない。 

◆優先席
ゆうせんせき

付近
ふきん

では携帯
けいたい

電話
でんわ

の電源
でんげん

を切
き

る。 

◆多目的用
たもくてきよう

トイレの利用
りよう

を控
ひか

える。人工
じんこう

膀胱
ぼうこう

等
など

を使用
しよう

し

ている人
ひと

には、多目的用
たもくてきよう

トイレを案内
あんない

する。 

◆食生活
しょくせいかつ

に制限
せいげん

がある人には、飲食
いんしょく

の強 要
きょうよう

はしな

い。 

◆ Ｈ Ｉ Ｖ
えいちあいぶい

に関
かん

する、正
ただ

しい知識
ちしき

や理解
りかい

を得
え

て、差別
さべつ

を

したり、偏見
へんけん

を持
も

たないようにする。 

こんな配慮
はいりょ

があると助
たす

かります 

木更津市
き さ ら づ し

役所
やくしょ

 

障
しょう

がい福祉課
ふ く し か

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の具体例
ぐたいれい

はこちら 

http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/jirei/ 

◆言葉
こ と ば

だけで伝
つた

えるのではなく、メモを渡
わた

したり、情
じょう

報
ほう

を「視
み

える化
か

」する。 

◆ノートの文字
も じ

を読
よ

んだり、書
か

くことが苦手
に が て

な場合
ば あ い

、タ

ブレットを活用
かつよう

する。 

◆予定
よ て い

等
とう

急
きゅう

な変更
へんこう

がある場合
ば あ い

は、なるべく早
はや

く伝
つた

える

ようにする。 

◆過
か

集 中
しゅうちゅう

になりやすいため、周囲
しゅうい

が適度
て き ど

に休憩
きゅうけい

をと

るように声
こえ

をかける。 

発達障
は っ た つ し ょ う

がい 

◆会話
か い わ

はゆっくりと分
わ

かりやすい言葉
こ と ば

を選
えら

び、

文字
も じ

には「ふりがな」を付
つ

ける。 

◆写真
しゃしん

や絵
え

を使
つか

うと理解
り か い

がしやすくなる。 

◆指示
し じ

する人
ひと

を決
き

めると安心
あんしん

するので担当者
たんとうしゃ

を

決
き

める。 

◆初
はじ

めてのことは見本
み ほ ん

を見
み

せて、細
こま

かく教
おし

え、

理解
り か い

できたか、よく確認
かくにん

する。 

知的
ち て き

障
しょう

がい 

 知的障
ちてきしょう

がいとは、知的
ち て き

機能
き の う

の障
しょう

がいが発達期
はったつき

（おおむ

ね１８歳
さい

まで）にあらわれ、日常
にちじょう

生活
せいかつ

に支障
ししょう

が生
しょう

じている

ため、何
なん

らかの特別
とくべつ

な援助
えんじょ

を必要
ひつよう

とする状
じょう

態
たい

をいいま

す。 

こんな配慮
はいりょ

があると助
たす

かります 

 発達
はったつ

障
しょう

がいとは、脳
のう

の機能
き の う

に関
かん

する生まれつき
う ま れ つ き

の障
しょう

が

いです。自閉症
じへいしょう

、アスペルガー症
しょう

候
こう

群
ぐん

その他
た

の広汎性
こうはんせい

発達障
はったつしょう

がい、学習障
がくしゅうしょう

がい（ＬＤ
えるでぃ

）、注意欠陥多動
ちゅういけっかんたどう

性障
せいしょう

がい

（Ａ Ｄ ＨＤ
えーでぃえいちでぃ

）などがあります。 

◆日常的
にちじょうてき

な「当
あ

たり前
まえ

」のことでも、努力
どりょく

が必要
ひつよう

な場合
ばあい

があることを理解
りかい

する。 

◆なぜ病気
びょうき

になったのか追求
ついきゅう

しすぎない（本人
ほんにん

のせいではないが、自分
じ ぶん

を責
せ

めている場合
ばあい

があ

る。）。 

◆安易
あんい

に薬
くすり

をやめた方
ほう

がいいと言
い

わない。 

◆不安
ふあん

を感
かん

じさせないように穏
おだ

やかに話
はな

す。 

◆障
しょう

がいをよく理解
りかい

せずに偏見
へんけん

を持
も

たない。 

精神障
せ い し ん し ょ う

がい 

  精神障
せいしんしょう

がいとは、うつ病
びょう

や統合
とうごう

失調症
しっちょうしょう

、認知症
にんちしょう

、

依存症
いぞんしょう

、高
こう

次
じ

脳
のう

機
き

能
のう

障
しょう

がい、てんかんなどにより、

日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

で様々
さまざま

な生活
せいかつ

のしにくさを抱
かか

え

た状
じょう

態
たい

をいいます。 

こんな配慮
はいりょ

があると助
たす

かります 

◆症 状
しょうじょう

に応
おう

じて、仕事
し ご と

や活動
かつどう

の量
りょう

を調整
ちょうせい

する。 

◆通院
つういん

のため、学
がっ

校
こう

や仕
し

事
ごと

を休
やす

む場
ば

合
あい

があることを

理解
りかい

する。 

 

 

 

難病
な ん び ょ う

 

 難病
なんびょう

とは、発病
はつびょう

の原因
げんいん

や病気
びょうき

の容態
ようだい

が明
あき

らかではな

く、治療
ちりょう

方法
ほうほう

が確立
かくりつ

されていない珍
めずら

しい病
びょう

気
き

で、長期
ちょうき

にわ

たる療養
りょうよう

が必要
ひつよう

になるものをいいます。特
とく

に患者数
かんじゃすう

が少
すく

な

く、診断
しんだん

基準
きじゅん

があるものを「指定
し て い

難病
なんびょう

」といい、300 を超
こ

え

る疾患
しっかん

が国
くに

に指定
し て い

されています。 

こんな配慮
はいりょ

があると助
たす

かります 

こんな配慮
はいりょ

があると助
たす

かります 


